
様式第５号（第８条関係） 

御殿場エコサポーター活動報告書 

   2023年 4月 1日 

御 殿 場 市 長  様  

団体名 株式会社セブン‐イレブン・ジャパン及び 

市内セブン‐イレブン加盟店 

代表者 ㈱セブン‐イレブン・ジャパン 

以下のとおり環境保全活動を実施したので報告します。 
 

 登録Ｎｏ．  第14～32号、第41～50号 

活 動 実 績 

セブン‐イレブンではセブン＆アイグループ共通の環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』で

共有した目標達成の為、店舗でも日々、取り組みを行っています。 

 

■環境宣言『GREEN CHALLENGE 2050』で掲げる目標 

①CO2排出量削減 

LED照明や太陽光発電パネル、省エネ性の高い設備の導入による省エネ・再生可能エネルギ

ーなどの活用で、さらなるCO2排出量の削減に努めていきます。 

 ▼目標数値/グループの店舗運営にともなう排出量（2013年度比） 

  2030年目標：50％削減 

  2050年目標：排出量ゼロ 

 

②プラスチック対策 

プラスチックごみによる海の汚染が大きな問題となっています。レジ袋やプラスチック製

容器など、1回の使用で捨てられるプラスチックの削減に努めていきます。 

 ▼目標数値①/プラスチック製レジ袋の使用量 

  2030年目標：使用量ゼロ 

▼目標数値②/オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用する容器は、環境配慮

型素材（バイオマス・生分解性・リサイクル素材・紙など）を使用。 

  2030年目標：50％ 

  2050年目標：100％ 

 

③食品ロス・食品リサイクル対策 

まだ食べられるのに捨てられてしまう「食品ロス」への関心が高まっています。この食品

ロスを減らすため、食品廃棄物の削減・リサイクルをさらに推進していきます。 

 ▼目標数値①/食品廃棄物量の削減 発生原単位（売上百万円あたりの発生量・2013年度

対比） 

  2030年目標：50％削減 



  2050年目標：75％削減 

 ▼目標数値②/食品廃棄物のリサイクル率 

  2030年目標：70％削減 

  2050年目標：100％ 

 

④持続可能な調達 

お客様に安全・安心・便利で環境にも配慮した商品を提供するために、持続可能性が担保

された食品原材料の使用を増やしていきます。 

 ▼オリジナル商品（セブンプレミアムを含む）で使用する食品原材料は、持続可能性が

担保された原材料を使用。 

  2030年目標：50％ 

  2050年目標：100％ 

 

【取り組みの例】 

① ＣＯ２排出量削減の取り組み 

・従業員さんから『省エネリーダー』を選任、『省エネ対策重点６項目』を店舗で徹底 

  

 

・配送方法や車両を変更し環境負荷を低減 

・省エネ設備の導入と実証実験         等 

 

① プラスチック削減の取り組み 

・ペットボトル回収機の設置を通したリサイクルの推進 



 

・カトラリー、商品包材等の軽量化、薄肉化による削減（植物性バイオマス素材混合含む） 

・店内販促物を環境配慮型素材に変更（植物性バイオマス素材の混合） 

・環境にやさしい包装・容器に変更（植物性バイオマス素材、環境配慮型PET素材、一部フ

ィルムの紙化 等） 

 

③食品ロス・食品リサイクル対策 

④持続可能な調達 

・てまえどりの推進 

 →国、県、市などとも連携し、店舗での啓発に取り組んでいます。 

 

・エシカルプロジェクト 

 →対象の商品の賞味期限が近付くと、緑のシールを貼ります。このシールが貼られた商



品を電子マネーnanacoで購入したお客様にポイントを付与する、「エシカルプロジェクト」

を推進しています。 

・独自の技術と工夫で食品ロス対策 

 →窒素の充填など、独自技術を使った長鮮度商品の品揃えの充実や、小分け商品、冷凍

商品、調理時に無駄の出ないカット野菜の充実など。 

・食品リサイクルの一部店舗での実施 

・サステナブルな原材料の使用 

 →人権や地球環境に配慮した持続可能な商品調達を目指して取り組んでいます。 

 

 

▼その他、セブン‐イレブンの取り組みはこちら 

https://www.sej.co.jp/activity/ 

 

 

 

 

備考  ・ 活動風景等の分かる写真等があれば添付してください。 

    ・ 活動実績や写真等は、市ホームページ・広報紙等で紹介させていただくことがありますのでご

了承ください。 


